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を主とし，後述するように自家用として琉菜等の作I.緒
畳間
物の栽培を行い，肥料は殆んど自家尿尿を主とし，
わが国の農村lζ於ける鈎虫の蔓延は，小宮 (1956) 化学肥料を併用している。検査対象は虫生部落住民
は平均して 20--30%乃至それ以上と推定し，その の34世帯， 138人で，受検率は虫生地区は総人口の
中埼玉，千葉，東京，茨城などの主として農村地帯 97.6%，南借当地区は 100%であった。
の調査の結果は 20--80% と高率を示すと述べてい~ B. 検査時期，検査項目，及び検査方法
る。鈎虫症は農業経営と密接な関連があり，従って 検便は昭和31年 8月より 12月の間1<::，硫苦加食
純然たる農民の職業病であり，その病害作用が究明 塩水(比重 1230)による浮瀞法 1本値で行い，更に
されると共1<::，鈎虫のヒトへの感染予防の問題は重 瓦培養法により 0.2gの糞便を約2週間培養後，鈎
要視されて来ている。従って鈎虫感染予防上から農 虫仔虫発生の有無を検査し，且つ陽性者の仔虫種別
村氏於ける鈎虫の感染の場が重要視されて来るが， の鑑別を行った。駆虫は昭和 31年 8月lζ両部落の
いかなる「場jが感染の場であるか，叉畑地が重要 駆虫・希望者について行った。駆虫方法は四塩化エ
視されているが，果していかなる種類の作物より感 チレン成人量4.5gを基準とし 30分間隔で2分投
染が行われるか等については，従来から充分検討さ 与，下剤は前日の夕方と駆虫薬服用後 1時間して硫
れていない。従って鈎虫感染の場の究明は公衆衛生 苦 25g宛を大量の水と共に与えた。排虫検査は，駆
上看過すべからざる問題である。第 1編lζ於いては 虫薬服用後 24時間迄の便を、臆使し採虫し，虫種鑑
鈎虫性皮膚炎の実態る知る前提として鈎虫仔虫をヒ 別と排虫数を確かめた。
ト手背中央部の皮膚より感染せしめ，皮膚炎の状況 c. 検査成績
を観察し報告したが，本編では，鈎虫性皮膚炎を指 a. 鈎虫感染率
標として鈎虫感染の場及び鈎虫性皮膚炎の実態を明 1) 部落別感染率
らかにすべく，二，三の調査を試み知見を得たので 表 1 Iと示す如く，部落別感染率は，虫生地区60.0
報告する。 
1. 調査地区に於ける鈎虫淫浸状況 
部
'A. 地区概況及び検査対象
光町虫生 1162 1 158 1 97.61 95 1 60.0 
対象地区は，八日市場市より西南及び西北に各約 
多古町南借当 1201.1 201 1 100. 1 87 1 .43.3 
5kmの光町虫生部落(世帯数34，人口 162人)，多
古町南借当部落(世帯数 38，人口 201人)の 2部落 計 I363 I359 1 98.91 182 1 50.6 
である。何れも平坦な純農耕部落で，農作物は米作 検査方法 硫菌加食塩水浮灘法+瓦培養
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表 2. 性別年令別鈎虫感染率(光町虫生)
年令 人 口
メ口L 計 男 女
(才〉
。--2 
3--4 
6 
8 
検査人員1陽()性は者9数6 
5 。。8 
検査人員I陽()性は者9数6 。。1 4 
検査人員I陽()性は者%数。。4 4 
5--9 16 16 6 (37.5) 10 4 6 2 
10--14 18 17 8 (47.0) 8 3 9 5 
15--19 12 12 3 (25.0) 5 2 7 1 
20--24 9 9 6 (66.6) 4 2 5 4 (80.0) 
25--29 14 14 13 (92.7) 6 5 (83.2) 8 8 (100.0) 
30--34 11 11 10 (91.0) 5 5 (100.0) 6 5 (83.2) 
35--39 11 11 9 (81.8) 6 6 (100.0) 5 3 (60.0) 
40--44 6 6 4 (66.6) 3 3 (100.0) 3 1 (33.3) 
45--49 6 6 5 (83.2) 2 2 (100.0) 4 3 (75.0) 
50~54 13 31 9 (69.2) 6 4 (66.6) 7 5 (71.2) 
55~59 .15 14 10 (71.2) 8 5 (62.5) 6 5 (83.2) 
60~ 17 16 12 (75.0) 9 7 (77.7) 7 5 (71.2) 
1"1 ron 158 f¥r- /~^ f¥'¥ ，.，.， .40 /~n ()"¥ 01計 162 ~~~ c!'¥ 95 (60.0) 77 48 (62.2) 81 47 (53.0)I I(97.6)IvV¥.vv.v/ I •• I~V I ~~ I.LVLJ \.V~.~/ 
表 3. 性別年令別鈎虫感染率(多古町南借当)
。。 
女ム仁I 計 男年令 人 口
検査人員I陽(性)は者%数検査人員I陽(性)は者%数(才) 検査人員I陽(性)は者%数 。。 2。--.2 799 
4 1 (25.0)31 (14.5)3--4 77 
13 5 (37.5)1 (12.5)6 (28.6) 8215--9 21 
2 (20.0)5 (50.0) 107 (35.0) 1010--14 20 20 
5 (50.0)104 (36.4)9 (43.0) 1121 2115--19 
12 4 (33.3)3 (50.0)7 (38.9) 61820--24 18 
7 (87.5)84 (66.6)11 (77.5) 61425--29 14 
7 (87.5)84 (66.6)11 (77.7) 61430--34 14 
(20.0) -1 5 
40--44 9 9 6 (66.6) 3 3 (100.0) 6 3 (50.0) 
45--49 9 9 2 (22.2) 5 。 4 2 (50.0) 
4 (66.6)5 (45.5) 635~39 11 11 
50~54 12 12 6 (50.0) 6 3 (50.0) 6 3 (50.0) 
55--59 4 (40.0) 6 3 (50.0)107 (43.6)16 16 
10 3 (30.0)6 (40.0)109 (45.0)20 2060--
合計 1 201 1 201 1.87 (43.3) j '97 141 (42.2) I104 1仰 4.5)
%，南借当地区 43.3%で合計 182名， 50.6%の感染 39才，南借当地区 25--34才l乙著しく高く， -0--4才
率であった。性別感染率は，表 2，3表に示す如く， では，虫生地区 0%，南借当地区 6.3%であって， 5 
虫生地区男子 62.2%，女子 53.0%，南借当地区男子 --14才の学童層では k虫生地区 41.0%，南借当地区 
42.2%，女子 44.5%であった。 31.7%の感染率を示した。 
2) 年令別感染率 b. ヅピニ鈎虫とアメリカ鈎虫の分布 
表 2，表 31乙示す如く，年令別感染率は，両部落共 1) 瓦培養による発生仔虫の種別分布
年令の増加に従って増加し，感染率は虫生地区 25-- 表 4，表 51乙示す如く，検査対象は虫生地区 33 
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表 5. 瓦培養による発生仔虫の種別分布
五議型空~I I~';'~触:アメリカ鈎虫 
虫生部落 1:3 
南借当部落 1: 3.8 
名，南借当地区41名で，虫生地区ではアメリカ鈎虫
単独寄生者72.6%，ヅピニ鈎虫単独寄生者 12.2%，
両種混合寄生者 15.2%で，アメリカ鈎虫:ヅピニ鈎
虫:両種混合寄生者の比は， 24:4: 5，即ち， 6: 1: 
1.25で、あった。南借当地区ではアメリカ単独寄生者
75.5%，ヅピニ単独寄生者7.3%，両種混合寄生者
17.2%で，アメリカ鈎虫:ヅピニ鈎虫:両種混合の
寄生者の比は， 31: 3: 7，即ち， 10: 1: 2.3で両部落
共アメリカ鈎虫寄生者が最も多く，ヅピニ鈎虫寄生
者は最も少かった。両種混合寄生者をそれぞれ単独 
寄生者l乙加えて両種寄生者数の比率を算出すると，
虫生地区はヅピニ鈎虫寄生者;アメリカ鈎虫寄生者
の比は， 1: 3，南借当地区は 1:3.8で両地区共アメ
リカ鈎虫寄生者の優占地区と見倣された。
2) 種別花見た鈎虫の排虫状況
表 6，表 7R示す如く，検査対象人員は虫生地区
26名，南借当地区 29名で，虫生地区ではアメリカ
鈎虫単独寄生者65.3%，ヅピニ鈎虫単独寄生者 7.7
%，両種混合寄生者 27;0%で，アメリカ鈎虫:ヅピ 
ニ鈎虫:両種混合の寄生者の比は， 17: 2: 7，即ち， 
8.5: 1: 3.5で， 南借当地区ではアメリカ単独寄生者 
79.2%，ヅピニ鈎虫単独寄生者 0%，両種混合寄生者 
20.0%で，アメリカ鈎虫:ヅビニ鈎虫:両種混合の 
寄生者の比は， 23: 0:6で，両種混合者をそれぞれ
単独寄生者に加算して両種寄生者の比率を算出する
と，虫生地区ではヅピニ鈎虫:アメリカ鈎虫の寄生
者の比は 1:2.7，南借当地区ではヅビニ鈎虫:アメ
リカ鈎虫の寄生者の比は 1:5で排虫種別から見ても
両地区共アメリカ鈎虫寄生者の優占地区と見倣され
た。総排虫数は表 8 f乙示す如く，虫生地区764隻，
南借当地区921隻で， ζれを種別に見ると，虫生地
区ではヅピニ鈎虫48隻， アメリカ鈎虫656隻，南
借当地区ではヅビニ鈎虫 16隻，アメリカ鈎虫 905
表 6. 種別に見た鈎虫排虫状況
世j詰ιiiI~~主22lz 生 z

虫生 126 117 (65.3%) 1 2 (7.7%) 1 7 (27.0%) 
南借当 129 123 (79.2%) I0 6 (20.0%) I 
計 j 54140(削%)12 (3.7%) I町 24.2%)
表7. 種別に見Tこ鈎虫排虫状況
品事!jlFY咋|妥当匂 I~';'~鰭ム
虫生 24 9 1: 2.7 
南借当 29 6 1:5 
|検

部落|受 
  
|員
 
虫生I26 18 
8 
隻で，ヅピニ鈎虫:アメリカ鈎虫の排虫数の比は虫
生地区 1:13.6，南借当地区では 1:57.1でアメリカ
鈎虫の優占地区である。次に両種別に排虫数を排虫
者数で除して 1人平均排虫数を算出して見ると虫生 
地区アメリカ鈎虫 25.2隻，ヅビニ鈎虫1.8隻，南借
当地区アメリカ鈎虫33.0隻，ヅピニ鈎虫0.55隻， 
最多排虫者は虫生地区では，アメリカ鈎虫 103隻，
ヅピニ鈎虫 18隻，南借当地区では，アメリカ鈎虫
508隻，ヅピニ鈎虫8隻であった。
11. 鈎虫性皮膚炎の実態 
a. まえがき
伊地知 (1908)は鹿児島地方の肥ガセが鈎虫の感
染に多大の関係があると指摘している。即ち，夏季
に於いて農夫のJiCJ1:，足背，手指等直接土壌に接触す
る部K発生する一種の皮膚炎は，劇烈なる塵俸と向
時比皮膚の灼熱様腫脹を来し，水庖を生じ，膿庖l乙
なるものもあると報告し，井崎 (1913)は朝鮮に於
いて鈎虫仔虫の皮膚感染の臨床例を報告している。
即ち， 7月R22才の男子が3目前lと人糞を施肥した
湿潤なる桑園R，午後2時より約1時間半銑足で除
草のために入った所午後9時頃より両手，両足lζ産
岸あり，次いで発疹し， 3日後の受診所見として両
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手は各指間，内外両側縁共K多数の発疹があり，手 を観察し，臨床的には足鵬， li':Jl:間，足縁，指間等を
背及び手掌はその中央部lζ於いて発疹の数が少し 好発部位とする急性炎症で，最初麿庫あり，次いで
且つ手腕関節以上は侵きれない。発疹は粟粒大乃至 丘疹を生じ，永摘に変じ，膿庖，騨欄等lζ至るもの
麻仁大で，暗赤色，周囲は発赤腫脹，発赤の頂点は で，人糞施肥の畑地で労働した場合に多く，鈎虫性
癌俸のため掻抗している。両足も同形を呈し，発疹 皮膚炎に一致するといっている。鈴木 (1956)は宮
も手と同様でその部位は各li':Jl:間，足背，足聴共に甚 城県のー農村民於ける鈎虫性皮膚炎は主として春か
しく，且つ足関節部以上の症状は所謂「かぶれjと ら夏にかけて殊に雨上りの日などに畑地を，銑足で
称する皮膚炎である。後日検使により鈎虫卵の陽転 労働する時，足眠， li':Jl:問，時には手 Kも生ずる一種
を認めている。草間 (1917)は佐賀地方に於いて， の癌産性皮膚炎は，鈎虫仔虫の皮膚侵入によって生
梅雨上りの初夏の温暖なる季節K肥料を施せる畑地 じ，しかも多数侵入の場合にその症状が著しいと推 
K銑足で入り，又徒手で土を掻くなどの事によって 定している。更に鈴木 (1956)は鈎虫性皮膚炎を生
手足の皮膚に甚しき癌庫を感ずる一種の皮膚炎を生 じた場所として， 6月の雨上りの大根畑が圧倒的に，
ずるものであって ζれを「肥敗けj，rかぶれJと名 多いことは，宮城県地方のー農村民於ける感染の主
付けているといい，同地方に里いも，からいも，む たる場所と考えられると報じ，宮川 (1956)は鈎虫
色なす等の栽培に際して「肥敗けjを生ずる事が が宿主の皮膚に感染する時，その局所にしばしばア
非常に多く，之に続発する「肥敗けjなる皮膚炎が レルギー性皮膚炎を起す。これが鈎虫性皮膚炎であ
鈎虫仔虫の皮膚感染に際して生ずる事は周知の事実 るといい，柳沢(1957)は鈎虫性皮膚炎は大部分畑
であると報告している。皆川 (1919)は神奈川県寒 で，人糞を多く施す大根，莱，ナス，キウリの畑に
川村氏於ける「かぶれj，r草かぶれj，r肥かぶれJ 多く見られ，時期は 5月頃より 9月にかけて多く，
を鈎虫仔虫感染のために起る皮膚炎であると述べて 作業の種類は草取りが最も多く，特K地温が高く，
いる。即ち，農村民於いて 7，8，9月の候畑に入っ 且つ湿潤の畑lと皮膚炎を起し，感染するものと思わ
て耕作すると癌摩性の発疹を生じ，発疹は最初パラ れるといっている。鈴木 (1958)は埼玉県ー農村に
疹乃至紅斑を発生し，次いで丘疹叉は水庖lζ変じ， 於いて，麦，桑，馬鈴薯畑が感染の場となり，鈎虫
時lと膿庖，潰蕩になる。好発部位は足，特lζ世間及 性皮膚炎は 7月Iζか》る者が最も多いといってい
び足の側縁で掻事RIL:より増悪するといっている。南 る。以上が感染の場及び鈎虫性皮膚炎の実態に関す
崎(1928)は埼玉県ー農村に於いて鈎虫仔虫を検出 る諸家の報告乃至概観であるが，第 1編に於いて人
するトーモロコシ畑，馬鈴薯畑に 5月， 7月に両回 体感染実験による皮膚炎の症状を観察したが，本編
銑足で入り， 20分， 30分後著しい痔感があり，足 では第 1編に引続き鈎虫性皮膚炎の実態を調査し
腹中央部，足腹側縁及び足背l乙紅斑点，小丘疹を生 7こ。
じ，足部一帯は淡紅色l乙腫脹し，時lと小丘疹の頂点 'b. 調査対象及び調査方法
は表皮剥脱し疑液の浸潤しているのを認め，後糞 調査地区は千葉県八日市場市，匝瑳郡光町及び香
便中氏鈎虫卵の陽性になる事実を見ている。永井 取郡多古町の各農耕部落である。八日市場市は千葉 
(1956)は鈎虫仔虫を撒布した土壌中に 1時間庁み， 県の東北l乙位し，光町，多古町共に八日市場市より
足部に小紅斑点を以て始まり，丘疹化し，時lζ小水 西南及び西北l乙約5kmの距離にある。調査対象は
庖を生ずる。丘疹は半球状，多くは紅最を伴う。癌 この 3地区の農耕部落の調査時現在lと於いて鈎虫に
癌は作用後 20 分 ~6 時聞に起り， 1--2日を頂点と 感染せる者(硫苦加食塩水による浮波法で陽性，且
して漸次減退するが，これを掻弧する時は再び増強 つ瓦培養により仔虫発生し，虫種の判明せる者〉
するといい，更に永井 (1956)は農村部落四地区の で，且つ鈎虫性皮膚炎の有経験者 75名につき，鈎
調査の結果，鈎虫性皮膚炎は夏，特lζ7，8月に最も 虫感染の場及び鈎虫性皮膚炎に関係すると思われる
多く起り，天候として雨上りが各地を通じて多い。 農耕の場所，作物及び作業の種類，土質，時期，皮
作業場所は各地区を通じて畑が多く，作物では疏莱 膚炎の部位，症状等を詳細に個々に面接聴取した。
が特に多い。ナス，桑，陸稲は略同数，症状として なお，宮川 (1956)によれば鈎虫の人体内の寿命は
騨欄，次いで小紅斑点，丘疹が多いが，部位的lとは 2--5年と見られるので，鈎虫性皮膚炎の経験の有無
世間，足蝶が殊に多く，手部では指聞が特に多いと は過去5カ年にさかのぼって聴取した。本調査該当
いっている。叉永井 (1956)は鈎虫性皮膚炎の症例 者 75名の年令別は， 20--29才4名， 30.-.β9才 13 
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名， 40--39才 33名， 50--59才23名， 60才以上2
名で，性別は男子 17名，女子 58名である。職業別 
は農業K直接従事する者が 65名，農業の手伝いが
7名，農業に従事しない者が 3名計75名であるが，
農業に従事しない 3名も，除草収穫に従事或は銑足
で畑任出入している。又 75名の種別は，アメリカ
鈎虫単独寄生者 63名，ヅビニ鈎虫単独寄生者 2名，
両種混合寄生者 10名で，アメリカ鈎虫の優占地区
であった。なお， 乙れらの地区l乙於いて鈎虫卵陽性
者で皮膚炎を訴えた者の頻度と鈎虫卵陰性者で皮膚
炎を訴えた者の頻度を比較すると，両者の聞に明ら
かに差が認められ，前者lζ於ける頻度が後者l乙於け
る頻度よりも大であった。 
C. 成績 
1) 農耕の場所
鈎虫性皮膚炎を惹起した場所を調査した私の成績
によると表 91C示す如く，光町，多古町，八日市場
市の各調査地区共鈎虫性皮膚炎を生ずる農耕の場所
は，調査 75例中 74例が畑地に於いて生じ， 1例が
不明であった白光町は調査 30例中 30例共畑地で惹
起し，水田で惹起した例が 1例あったが， ζの例は
畑地に於いても同様に惹起している。多古町の調査
20例では 20例共畑地で皮膚炎を惹起し，庭で惹起
した例が 1例あったがとの例も畑地に於いても同様 
に皮膚炎を惹起している。八日市場市の調査 25例
では 1例が不明であったが， 24例が畑地で惹起して
いる。 3地区の合計では調査 75例中 74例が畑地に 
於いて皮膚炎を惹起している。 
2) 鈎虫性皮膚炎の時期
表 91C示す如く，光町，多古町では 5月より 8月
にかけて多く，八日市場市は 4月より 9月にかけて
多い。光町は 6月，多古町は 6，7月IC，八日市場市 
は8月に最も皮膚炎が起っている。 3地区の合計で
は6月が最も多く， 7月が之lζ次ぎ， 5月より 9月に 
かけて多く起っている。
3) 作物の種類
示す如く，光町では大根が最も多く，読1ζ10表
菜，キウリ，ナスが之は次ぎ，多古町ではナス，キ 
ウリ，大根，カボチャが多く，八日市場市では競菜
が最も多く，大根が之は次ぎ，ナス，キウリ，ニン
ジン，ネギ等の順になっている。 3地区の合計では
大根が最も多く，読菜が之l乙次ぎ，以下ナス，キウ 
固になって)1リ，カボチャ，ニンジン，ネギ，ウリの
L可る。 
4) 作業の種類
表 10(L示す如く， 3地区共除草作業の際iζ起るの
が最も多く，次いで収穫の際，耕作の際が多くなっ
ている。なお，多古町では銑足でカボチャの花ツケ 
lζ行く際児起るというのが 6例あり他の地区と異っ
ていた。 
5) 人糞の処理状況
鈎虫性皮膚炎を起した者について各戸の人糞の処
理状況を調査した成績では，表 111乙示す如く， f貯
蔵せず，直ヤ施肥する jの部に属する者が最も多
く， 75例中 30例 (40.0%)あり， f7--15日貯える j
が 19例 (25.6%)， f15~30 日貯える j が 18 例 (24.0
%)で，調査した 75例中 69例 (92.0%)が 1月以 
内の貯蔵便を使用していた。
6) 下肥を撒布してから畑に入る迄の日数
下肥を撒布してから畑に入る迄の日数に関する調
査成績では，表 12IC示す如く，撒布してから 4--
10日経ってから畑に入るというのが 75例中 31例
(41.3%)で最も多く， 15--30日経ってから入ると 
いうのが 9例(12.0%)で，施肥してから直ち花畑
比入るというのが 8例(10.7%)で， 1--3日後に入
る者が 5例 (6.7%)，不明 22例 (29.3%)で75例中
53例 (70.7%)は施肥してから 30日以内花畑K入
っている。
7) 土質
土質を牒土(棋を多量に含有)，砂土(粘土含量
表 9. 鈎虫性皮膚炎を生じた場所と時期
農耕場所 時 期
光 町 30 
畑水庭不計|春 3 
田明 月
30 1 31 3 
4 
4 
5 
15 
6 
28 
7 8 
17 7 
夏 9 10 秋 11 12 
6 6 3 2 
多古町 20 20 1 21 1 6 18 18 7 1 3 
八日市場市 25 24 1 15 5 4 6 5 10 11 15 6 12 6 3 
計 I 75 1 74 1 1 8 4 11 26 55 46 29 6 19 9 9 2 3 
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表 10. 鈎虫性皮膚炎を起した作物と作業の種類
地
区 
匝
瑳
郡
光
町
香
取 
郡 
多
古
町
i. 
場市日
計
調 作物 と 作業の種類
大競ナキカニウネトキ桑スホゴムイタマ陸大
査 1 

oa ぞ
ボン マキ
ウチジ 1 マ インレ ネナ
根菜スリヤンリギトビ カ草マギモギエ稲豆i
30 

20 

25 

75 

7 6 4 2 1 2 2 2 1 1 1 1 1
除 草 
1 2 	1 3 1 1
収 穫 
4 	 1
耕 作 . 
2 1 	 1 
目巴 施 
1 2
見マワリ 
1
桑ツミ 
2 	 1 1 1
その他 
計 [149 7 9 1 3 3 1 1 3 1 2 1 1 1 1 

4 4 	3 3 1 1 1 1 

4 4 

除 草 
収カボチ穫ヤl 
3 

6
lζ花ツケ
耕 作 3 1 

桑ツミ 1 

1 

計 I7' 4 10 8 7 1 1 1 1 

その他 
8 8 	6 6 2 2 3 2 1 1
除 草 
3 3 	2 1 1
収 穫 
2 6 2 	 1
耕 作 
3 3 1 1 1 

6 7 5 2 4 3 1 1 1 1 

その他 
19 18 13 11 1 3 4 4 3 2 2 1 1 2 1 1 1 1
除 草 
7 5 7 7 1 1 1 1 

9 6 4 1 2 1 

耕カボチ作ヤl 
6
に花ツケ
 
収 穫 
2 1 	 1 
目巴 施
1 2
見マワリ 
2
桑ツミ 
3 1 	 1 2 1 1 1
その他 
噌
よ
計
31 

9 

5 

3 

1 

4 

5 

18 

11 

6 

4 

1 

1 

39 

10 

11 

9 

88 

30 

20 

6 

4 

3 

2 

15 

p ooE計 33 26 23 7 6 5 5 4 4 3 3 2 2 2 
2 

唱 ' ・
1 1 	1 
e
糞
表 11. 人糞の処理状況 表 12. 下肥を撒布してから畑氏入る迄の日数 
人 の 処 理 下肥を撒布してから畑氏入る迄の日数
すャ畑に撒布7!
日日貯える 
6
日位貯える
調査例3
カ月貯える
2
カ月貯える
日 
日貯える 
不
畑に入るすヤ 14}13
日 日
41m
ト 
FhdhvhAU1143E
不調 t m
寸3
75 8 5 31 9 22 

明査 明 
oa 

75 30 2 19 18 1 1 4 
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表 13. 鈎虫性皮膚炎を起した土性の状況 表 14. 鈎虫性皮膚炎を起した時の服装と畑の状況a
地 調 土 a性
計
区
査
例
砂壌砂砂土赤殖砂土赤土 不
士土壌士粕土と土オ 赤士と黒土e明
光 町 
多古町 
八日市場市 
30 
20 
25 
12 3 5 2 1 2 5 
7 2 232 4
589 3
30
120 
125 
地 調 mit 装 畑の状況
区
査
例
院素地下 ゾ
タ ウ
足手 ビ
湿温雨朝
上ツ
潤援 り ニL
光 町 
多古町 
八日市場市 
30 
20 
25 
29 30 2 1 
20 20 1 
25 25 1 
30 30 2 
20 20 11 
25 25 3 
1 
4 
計 j75 j24 13 9 7 3 4 1 2 12 j75 
計 175]74 75 3 2]75 75 16 5 
12.5%以下)，砂壌土(12.5----25%)，壌土 (25--37.5 となっている。
%)，埴壌土 (37.5--50%)，埴土 (50%以上)，腐植 9) 鈎虫性皮膚炎の部位
土(腐植の含量 20%以上)に別けて，乙の中いか 表 15K示す如く，光町での調査 30例中足部 29
なる土質で鈎虫性皮膚炎を起すかを調査した成績で、 例，手部7例で前者が後者の 4倍を越え，足部で
は，表 13K示す如く，光町の調査 75例中砂土 12 は，Ji!上聞が最も多くぎ足眠中央部，外縁，内縁，祉l
例が最も多く，砂土と粘土が5例で，壌土3例，殖 の周囲の順で，手部では指間，手掌，手背，爪の周
土 2例，赤土と黒土2例，砂土と赤土 1例，不明 5 固となっている。多古町では調査 20例中足部 20
例となっている。多古町の調査 20例中砂土が7例 例，手部2例で前者は後者の 10倍で，足部ではJi!lf:
で最も多く，赤土3例，壌土，砂土と粘土，埴土が 聞が最も多く，次いで足眠中央部， ~止の周囲，内縁
各2例，不明 4例になっている。八日市場市の調査 となっている。手部では指聞のみに生じている。八/ 
25例中砂壌土9例で最も多く，壌土8例，砂土5 日市場市では調査 25例中足部 25例，手部8例で前
例，不明 3例であった。八日市場市が他の 2地区と 者が後者の 3倍を越え，足部では足眠中央部が最も
異り砂壌土が最も多かった。 3地区の合計では調査 多く，以下足部全体， Ji!lf:間，外縁， Ji!lf:の周囲の順に 
75例中砂土が 24例で最も多く，壌土 13例，砂壌土 なっている。 3地区の合計では調査 75例中足部 74 
9例，砂土と粘土7例，埴土4例，赤土3例，赤土 例，手部 17例で前者が後者より 4倍を越え，足部
と黒土2例，粘土と赤土 1例，不明 12例であった。 では足眠中央部， Ji!lf:間が多く，次いで外縁となって 
8) 服装と畑の状況 いる。手部では指聞が最も多く，次いで手掌になっ
鈎虫性皮膚炎を起した時の服装は，表 14 K示す ている。 
如く光町での調査 30例中銑足で作業する者 29例， 10) 鈎虫性皮膚炎の症状
素手 30例，地下タビ 2例，ゾウリ 1例となってい 鈎虫性皮膚炎の症状は，表 15，乙示す如く，自覚
るム多古町での調査 20例中銑足 20例，素手 20例， 症状として，光町，多古町，八日市場市3地区共調
地下タビ 1例で，八日市場市での調査 25例中銑足 査例すべて痩俸を訴え，調査 75例中広痛8例，有 
25例，素手 25例，ゾウリ 1例で3地区の合計は調 痛性癌犀2例であった。肉眼的変化は，光町では調
査 75例中銑足 74例，素手 75例，地下タピ 3例， 査 30例中紅斑 28例，水庖 12例，膿庖3例，淡紅
ゾウリ 2例で殆んど全例が銑足，且つ徒手で作業し 色の斑点2例，際欄 1例代なっている。多古町では
ている。 調査 20例中紅斑 14例，水庖 11例，淡紅色の斑点
畑の状況を調査した成績は，表 14 Iζ示す如く， 3例，庫署;欄2例，膿庖1例lζなっている。八日市場♂
光町，多古町，八日市場市3地区共全例が畑湿潤， 市での調査 25例中紅斑 22例， 7-"庖 9例，鹿欄2例，
且つ地温の温暖な時となっている。雨上りの畑が光 淡紅色の斑点，膿庖，腫脹各 1例となっている。 3
町では 2例，多古町では 11例，八日市場市3例あ 地区の合計では調査75例中紅斑64例で最も多く，
り，朝露のある畑が，光町では応答なく，多古町で 水宿 32例で之に次ぎ，以下淡紅色の斑点 6例，騨
は1例，八日市場市では 4例あった。 3地区の合計 欄 5例，膿庖5例，腫脹 1例となっている。
では調査 75例中全例畑湿潤で地温が温暖な時に皮 11) 虫種別花見た作物の種類
膚炎を生じ，雨上り 16例，朝露のある状態が 5例 表 16K示す如く，アメリカ鈎虫単独寄生者 63例
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表 15. 鈎虫性皮膚炎の部位と症状
調 部 位 症 状
足 部
地
肉 眼 的
査
手 自覚的1 
紅水膿廓差色 腫手手指指手爪 主主主E性療足外足臆 の背央中 内世全陛足部
の周ま
部部 縁関体囲で例 部掌問腹背 陣痛区 斑庖庖欄京脹
光 町 29 5 10 3 12 230 7 5 6 1 1 30 3 1 28 12 3 1 2 
20 2 5 1 8 3 2 2 220 20 2 1 14 11 1 2 3多古町 
25 25 5 12 3 5 8 1 8 7 1 25 3 22 9 1 2 1 1 
計 j75 1 U 12 27 7 25 8 6 3 117 5 15 1 1 1 j75 8 2 j64 32 5 5 6 1 
八日市場市 
面目 
痔有痛
表 16. 虫種別鈎虫性皮膚炎を惹起した作物
虫
種
別
調
査
例
レ
ン
作 物
大疏ナキカウスニトマイネ桑キサムゴタ大結ホ陸馬
ウ ボ ンキ ト マ
イエ〆マフ.ー 鈴チ イ コ手
根菜スリヤリカントエモギ ビモギマギ豆球草稲薯
計
アメリカ鈎虫 
ヅピニ鈎虫 
両種混合 
63 
2 
10 
25 23 21 19 5 4 3 4 2 3 4 2 1 221 1 1 1 1 2 
1 1 
662 1 1 1 1 1 1 1 
131
2 
21 
計 r75 1 32 30 23 19 6 5 3 4 3 1 4 4 3 4 1 2 2 1 1 1 2 1 2 I 
中大根 25例，疏菜 23例，ナス 21例，キウリ 19 表 17. 虫種別鈎虫性皮膚炎の症状
例，以下カボチャ 5例，ネギウリ，ニンジン，キピ
各4例，イモ，スイカ各3例，トマト，ムギ，ゴマ，
馬鈴薯各2例，タマネギ，大豆，結球，ホーレン草，
陸稲各 1例lとなっている。ヅピニ鈎虫単独寄生者2
例中大根，議菜各1例宛あり，同種混合寄生者 10例
中大根，疏莱各6例で，以下ナス，カボチャ，ウリ，
トマト，マキナエ，イモ，桑，ホーレン草各1例に
なっている。 
12) 虫種別鈎虫性皮膚炎の症状
表 171乙示す如く，自覚症状はアメリカ鈎虫単独寄
症 状
自覚的
調虫
肉 眼 的
種 査 産主主有量紅水膿際童色 膜
の 
痔痛例BiJ 斑庖庖欄菜脹
アメリカ鈎虫 53 28 4 5 5 163 8 263 
2 2 12ヅピニ鈎虫 
10 94110同種混合 
生者 63例中全例癌庫あり，底痛8例"有痛性癌庫 計 1 75 I75 8 2 I64 32 
2例で，ヅピニ鈎虫単独寄生者2例共産俸を訴え，
両種混合寄生者 10例全例巌俸を訴えている。肉眼 13) 他の皮膚炎との鑑別
的変化は，アメリカ鈎虫単独寄生者 63例中紅斑 53 惹起した皮膚炎が果して鈎虫仔虫によるものか，
例，水庖 28例，淡紅色の斑点，騨欄各5例，膿庖 又は他の皮膚炎を起し易い傾向のものが多く，それ 
4例，腫脹 1例で，ヅピニ鈎虫単独寄生者 2例中紅 らの皮膚炎と誤って判断する恐れがないかは本調査
斑 2例，淡紅色の斑点 1例で，両種混合寄生者 10例 の甚だ重要なる項目であるが，その成績は表 18 I乙
中紅斑9例，水宿4例，膿庖1例であり，虫種別の 示す如く，通常皮膚炎や汗庖状白癖(水虫)..を起し
症状の差異はヅピニ鈎虫単独寄生例が少数故比較が 難い者が調査 75例中 51例 (68.0%)で，四季を通
不能であった。 じて畑作と関係なしに皮膚炎を起し易い者が 13例
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表 18. 他の皮膚炎との鑑別 皆川(1919)は神奈川県寒川地方lζ於いて畑地に入
皮 膚 炎
って起る鈎虫性皮膚炎の例を報告し，南崎 (1928)
調
は埼玉県地方に於いて， トーモロコシ畑，馬鈴薯畑 
査
皮汗易で膚庖き〈炎状な起白癖いし (1956)乙入って鈎虫性皮膚炎を起している。永井l明不膚炎起し皮易 し、 
例 は東京都下，茨城県，埼玉県の各農村地区を通じて
75 I 51 13発 11 畑地が多いと報じ，鈴木 (1956)は宮城県一農村で
持内 8名は汗庖状白癖できる 畑地に入って鈎虫仔虫が多数皮膚に侵入した場合に
鈎虫性皮膚炎の症状が著しいと推定している。更に 
(17.3%)で，との 13例中 8例は汗庖状白鮮もでき 鈴木 (1956)は宮城県ー農村の大根畑に於いて鈎
るという者であった。乙の調査の結果からは，皮膚 虫性皮膚炎を起すのが圧倒的に多いと述べ，柳沢
炎を起し易くない者が明らかに圧倒的に多かった。 (1957)は鈎虫性皮膚炎は大部分畑氏見られるとい
叉調査時比は充分他の皮膚炎との鑑別に留意した。 い，鈴木 (1958)は埼玉県ー農村氏於いて麦，桑，
従ってこの調査の場合の皮膚炎は大部分が鈎虫仔虫 馬鈴薯畑なと、の畑が感染の場になると述べている。
による皮膚炎と考えてよいと思う。 私の調査でも畑地で殆んど鈎虫性皮膚炎を起してい 
る。実際iζ於いては畑が感染の場として重要視され
IV. 者 察
ると思われるが，乙の事の大きな原因として考えら
従来充分に検討されていない鈎虫感染の場K関し れるのは，これらの畑に施す尿の単位面積当りの量
て，鈎虫性皮膚炎を指標とし，鈎虫性皮膚炎の実態 が多い程その可能性は高まるものと思われる。
を調査し，鈎虫感染の場の究明を行った。 鈎虫性皮膚炎の時期については，伊地知(1908)
1.調査方法についての者察 は鹿児島地方に於いて夏季に発生するといい，井崎
調査対象については，井崎 (1913)は朝鮮民於い (1913)は朝鮮に於いて 7月比鈎虫性皮膚炎の例を
て湿潤なる桑園に除草のため脱足で入った所，手足 報告し，草間(1917)は佐賀地方K於いて初夏の
に皮膚炎を起し，後検使Kより鈎虫卵陽性になった 温暖なる季節に起る鈎虫性皮膚炎を報告し，皆川
例を報告し，南崎 (1928)は埼玉県一農村民於いて (1919)は神奈川県ー農村民於いて 7，8，9月の候畑
鈎虫仔虫を検出する畑に銑足で入り，皮膚炎を生 地花入ると鈎虫性皮膚炎を生ずることは民間の周知
じ，後検便により虫卵陽性になったと述べ，永井 の事実であると述べている。南崎 (1928)は5，7月 
(1956)は鈎虫性皮膚炎の有経験者(鈎虫感染者であ に鈎虫性皮膚炎を起した例を報告し，永井(1956)
るか否か不明)Kついて皮膚炎の実態を調査してい は東京都下，埼玉，茨城の各農村地区の調査では，
る。即ち，鈎虫性皮膚炎の実態の調査に於いては， 7月， 8月l乙最も多く起ると述べ，鈴木 (1956)宮
対象が正確に鈎虫感染者であることが極めて重要で 城県ー農村では主として春から夏にかけて起るとい
あると思われる。従って初めに鈎虫卵陰性者である い，更に鈴木 (1956)は宮城県地方のー農村K於い
者を毎月検便し，且つ畑作等との関係を中心とした て6月lζ鈎虫性皮膚炎になると述べ，柳沢 (1956)
日記を記載せしめて陽転時より既往はさかのぼって は5月頃から 9月にかけて多いと報告し，鈴木
の感染時期Kついての検討が望ましいが，この日記 (1958)は埼玉県ー農村民於いて 7月比鈎虫性皮膚
の記載の実行は一般農民にとっては極めて困難で， 炎を起す者が最も多いといっている。私の調査で
ため K私は調査時現在鈎虫卵陽性者についてのみの は，光町，多古町は 5月より 8月にかけて多く，特
既往lζさかのぼっての調査の範囲にとどめた。且つ に6月が最も多く，八日市場市は 5月より 9月にか
鈎虫感染者の虫種別の判明せる者について，種別に けて多く， 8月が最も多く， 3地区の合計した結果
見7こ皮膚炎の状況を観察し7こ例は少い。従って私は は6月が最も多く， 7月が之に次ぎ， 5月より 9月
鈎虫感染者を集卵法及び瓦培養法により正確に把握 にかけて多く起っている。なお， 3地区を合計する
し，且つ虫種別による皮膚炎の状況を観察した。 乙との可否については，各地区の例数Kひどい差は 
2. 調査方法についての者察 ないので合計しても差支えないと考える。鈎虫性皮
農耕の場所については，諸家の報告をみると，井 膚炎が上述の如く温暖なる季節托生ずることは，乙
崎(1913)は朝鮮に於いて桑固に，草間(1917)は れらの時期に農民が銑足になる機会が多い事と共
佐賀地方に於いて里いも，からいも，麦，ナス畑K， K，鈎虫の発育児とって適当な気温並びに皮膚侵入
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時の水分が充分に保たれる事によるのではなかろう
か。
作物の種類については，井崎(1913)は桑園で，
草間 (1917)は旦いも，からいも，麦，ナス等の畑
で起る鈎虫性皮膚炎を報告し，南崎(1928)はト{
モロコシ畑，馬鈴薯畑で鈎虫性皮膚炎を起したこと
を報告し，永井 (1956)は疏菜が特に多く，ナス，
桑，陸稲は略同数とい L)，鈴木 (1956)は宮城県地
方のー農村氏於いては，大根畑が圧倒的に多いとい
い，柳沢 (1956)は大根，莱，ナス，キウリの畑l乙
多く見られると報じ，鈴木 (1958)は埼玉県ー農村
に於いては，麦，桑，馬鈴薯畑が感染の場となって
いると述べている。私の調査では， 3地区共大根，
疏菜の作物が最も多く，之は次いでナス，キウリ φ
作物が 3地区共通して多くなっている。多古町で
は，カボチャの作物がナス，キウリに次いで柏、多
く，八日市場市では，ネギ，ニンジンがナス，キウ
リに次いで檎多かったが，作物の種類は地区により
可成りの差があり，光町では 16種類の作物，多古 
町では 10種類，八日市場市では 12種類の作物があ
り， 3地区合計して 20種類の作物K及ぴ，結局乙れ
らの作物畑より鈎虫のヒトへの感染を決定ずけるの
は，それらの畑に施される尿の量lζ最も多く関係す
るものであろう。
作業の種類については，井崎 (1913)は除草のた
め畑氏出入し，鈎虫性皮膚炎を起した例を報告し，
柳沢  (1957)は除草作業が最も多いと報告している
が，私の調査では， 3地区共除草作業の際が最も多
く，次いで収穫の際，畑を耕作する際になっている
が，とれらの作業は畑に入る頻度も多い作業である
関係上感染の機会も多くなるものと考える。叉多古
町ではカボチャの花ツケ K脱足で行く際というのが
精多かったし，又桑ツミというのがあり，八日市場
市では施肥の際というのがあったが，感染の場たる
畑の作種，作業の種類等は要するに農民がそれらの
畑氏入る頻度に大いに関係があるもの  h如くであ
る。
人糞の処理状況についてはJ貯蔵せずに直ヤ畑氏
撒布する jというのが調査 75例中 30例 (40.0%)
あり，それらを含めて 1カ月以内の貯蔵例が 75例
中 69例 (92.0%)もある。このことは鈎虫対策の根
本の一つが尿尿処理にあることからして看過すべか
らざる事であろう。
下胞を撒布してから畑に入る迄の日数 lとづいて
は， 75例中 53例 (70.2%)は撒布してから 20日内
外で出入しているから，その聞に撒布された鈎虫卵
は感染仔虫となり，感染の機会を待っているものと
考えられる。
土質については，鈎虫卵から勝化して感染仔虫に
なる迄の生活環境としての土壌の性状も重要なる鈎
虫感染の一因子であるが，三原 (1958)は砂土，砂
壌土は寄生率低く，壌土，埴壌土は寄生率高く，埴
土は概して寄生率は高いが成績は不定であって，自
然、界 l乙於ける各種の土壌の物理的諸性質(熱の伝導
度，吸水性，通気性等〉を考察すると，一般に砂土
は鈎虫卵の僻化発育lζ適さず，壌土は最も条件を具
えており，埴土はその粒子の配列状態により条件を
異にすると考えられる。但し砂土K於いても，直射
日光を受けることなし叉常に湿潤せる土地花於い
ては，勝化l乙適する土地もあり得ると報じている。
私の調査では， 3地区の中光町，多古町では砂土で
皮膚炎を起すのが最も多く，光町では次い℃砂土と
粘土が多く，以下壌土，埴土，赤土と黒土，砂土と
次いで赤土，壌K闘であり，多古町では砂土1赤土の
土，埴土，砂土と粘土の順であり，八日市場市では
砂壌土，壌土が多く，次いで砂土であるが， 3地区
の合計では砂土で皮膚炎を起すのが最も多く，次い
で壌土，砂壌土，砂土と粘土，砂土，赤土，赤土と
黒土，砂土と赤土という順で皮膚炎を起している。 
ζのように地区により皮膚炎を起す土質を異にして
いる。三原 (1958)は砂土は寄生率低く，鈎虫卵の
僻化発育児適さず，壌土が最も条件を具えていると
報じているが，私の調査では砂土が最も多く皮膚炎
を生じ，壌土が之に次いでいる。従つてなお，各地
区の土質と鈎虫感染の関係を調査し，比較検討を要
すると思われるが，概して農作物の生育に適する土
壌は，鈎虫の静化発育にも亦好条件な土壌であるこ
とは，鈎虫症の農村の職業病である所以であると思
フ。
作業時の服装と畑の状況については，井崎(1913)
は銑足で除草のため，湿潤な畑に入って両手，両足 
l乙鈎虫性皮膚炎を起した例を報告し，草間(1917)
は銑足で入り，徒手で土を掻くなどにより，手足I乙
鈎虫性皮膚炎を起す ζ とを報告し，皆JIl(1919)は
朝露の深い時，或は雨上りの後鈎虫性皮膚炎を起す
乙とを述べ，南崎 (1928)も脱足で畑に入り鈎虫性
皮膚炎を起したといい，鈴木(1956)は雨上りの日
などに生ずるといい，柳沢 (1957)は畑の地温高
く，湿潤の畑で起すと述べ，石崎 (1958)は銑足と
なるか否か Y鈎虫感染を大きく左右すると述べてい
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る。私の調査では， 3地区共殆んど銑足で，且つ徒
手で作業してその結果鈎虫性皮膚炎を惹起してい
る。畑の状況では， 3地区共全例畑が湿潤で，且つ
地温が高い時Iζ，叉 75例中 16例が雨土りの時， 5 
例が朝露のある畑で鈎虫性皮膚炎を起している。
鈎虫性皮膚炎の部位については，伊地知(1908)
は陛，足背，手指lと発生するといい，井崎 (1913)
は両手は指間，内外両側縁，足部は世間，足背，足
臓に甚しい鈎虫性皮膚炎を起した例を報告し，皆川
(1919)は好発部位は足，特に世間，足の側縁とい
い，南l崎(1928)は足眠中央部，足臆側縁K鈎虫性
皮膚炎が生じたと報じ，永井 (1956)はJi!Jl:間，足臆
が殊K多く，足部と手部では前者が後者の  3倍を
越え，手部では指聞が特に多いといい，更に永井
(1956)は鈎虫性皮膚炎の症例を観察し，足蝶，祉
腹，足外稼， sJI:聞が好発部位であるといっている。
私の調査でも足部と手部では，前者は後者より 4倍
を越え，足部では足蹄， li!上聞が多く，手部では指間
が最も多かった。私の調査成績と永井 (1956)の調
査成績と一致していると考えてよい。
鈎虫性の皮膚炎の症状については，伊地知(1908)
は劇烈なる癌産と灼熱の腫脹を来し，水庖，後lζ膿
庖K変ずる ζとがあるといい，井崎 (1913)は自覚 
症状として唐津あり，次いで発疹し，発疹は粟粒大
乃至麻仁大で，暗赤色，周囲は発赤腫脹，発赤の頂
点は癌痔のため掻抗していると述べ，皆川 (1919)
は癌産ある発疹を生じ，発疹は最初バラ疹乃至紅斑
を生じ，次いで丘疹叉は水庖lと変じ，時lと膿庖より 
潰蕩lζ至るといっている。南崎(1928)は紅斑点，
小丘疹を生じ，且つ淡紅色に腫脹し，時K小丘疹の
頂点は表皮剥脱し，疑液が浸潤しているのを認めて
いる。永井 (1956)は症状として陸欄，次いで小紅
斑点，丘疹が多いといっている。私の調査では，自
覚症状として麿俸を全例が訴え，一部広痛，有痛性
産庫も訴えている。肉眼的変化としては，紅斑が最
も多く，次いで水庖，膿庖，騨欄，淡紅色の斑点を
認め，第 1編で述べた人体皮膚感染実験の成績と概
も多く， 3地区に共通する作物は，蔵莱が最も多か
った。
虫種別鈎虫性皮膚炎の症状については，横川  
(1933)はヅピニ鈎虫の方がアメリカ鈎虫よりも鈎
虫性皮膚炎の症状が強いようだと述べているが，森
下(1955)はアメリカ鈎虫とヅピニ鈎虫と鈎虫性皮
膚炎の起り方の差は区別されないといい，私の調査
では，自覚症状はヅピニ鈎虫単独寄生者，同種混合
寄生者は癌産のみで，アメリカ鈎虫単独寄生者で  
は，蜜犀の他民悲痛 8例，有痛性癌犀 2例あり，ア
メリカ鈎虫による皮膚炎の自覚症状が精強いように
見えるが，ヅピニ鈎虫単独寄生者の調査例が少数で
あるので断定はできない。肉眼的変化は，アメリカ
単独寄生者では紅斑，水庖，瞬欄，膿庖，腫脹があ 
り，ヅピニ鈎虫単独寄生者では紅斑のみで，両種混
合寄生者では紅斑，水庖，膿庖で，ヅピニ鈎虫単独
寄生者の調査例が少数であるから， Rわかに断定は
できない。今後なお，虫種別症状の差は検討を要し
ょう。
他の皮膚炎との鑑別については，調査 75例中 51
例 (68.0%)は従来から皮膚炎も汗庖状白癖も起し
難い体質の者で，一方皮膚炎を起し易い者は 13例
(17.4%)であるから，惹起した皮膚炎は明らかに鈎
虫仔虫によると考えてよいと思う。
v.結論
千葉県八日市場地方の農耕部落K於いて，鈎虫性
皮膚炎の有経験者で，鈎虫卵を保有し，且つ瓦培養
により仔虫を発生し，種別の判明せる者 75例につ
いて，鈎虫感染の場及び鈎虫性皮膚炎lζ関係すると
思われる農耕の場所，作物及び作業の種類，土質，
鈎虫性皮膚炎を起す時期，皮膚炎の部位，症状等を
詳細に，個々に面接聴取した。尚 75名の虫種別は，
アメリカ鈎虫単独寄生者 63名，ヅピニ鈎虫単独寄
生者 2名，両種混合寄生者 10名で，アメリカ鈎虫
の優占地区であった。以上から鈎虫性皮膚炎の実態
を調査検討し，以下の如き結果を得た。
して一致することを知った。(1 ) 農耕の場所はついては，殆んど畑で鈎虫性
虫種別に見た作物の種類については，従来充分に
比較検討されていないが，アメリカ鈎虫単独寄生者 
63例の調査の中では，大根，読菜，ナス，キウリに
多く，以下カボチャ 5例，ウリ，ニンジン，ネギ， 
キピ各 4例その他 13種の作物があり，ヲピニ鈎虫
単独寄生者 2例の中大根，琉菜各 1例で，両種混合 
寄生者 10例での調査では，大根，読菜各 6例で最
皮膚炎を生じている。
(2) 鈎虫性皮膚炎を起す時期は， 5月より 9月 
にかけて多く，殊に 6月， 7月が最も多い。
(3) 作物の種類では，大根，琉莱の畑が最も多
く，次いでナス，キウリであった。
(4) 作業の種類は，除草作業時に起るのが各地
区共最も多く，次いで収穫の際，耕作の際に鈎虫性
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皮膚炎が起るという順になっている。 
(5) 鈎虫性皮膚炎を起す土質では，砂土が 75

例中 24例で最も多く，以下壌土 13例，砂壌土 9例

等になっている。
 
(6) 作業時の服装と畑の状況は，殆んどが抗
足，且つ徒手である場合に皮膚炎が起り，畑はすべ
て湿潤で，地温が温暖である時R.，又一部雨上り，
或は朝露のある畑で起っている。 
(7) 鈎虫性皮膚炎の部位は，足部では足踏，祉
問lζ，手では指聞に多く，次いで手掌になっている。 
(8) 皮膚炎の症状は，すべて産庫を訴え，肉眼
的変化は紅斑が最も多く，以下水庖，膿庖，騨欄， 
淡紅色の斑点となっている。
(9) 皮膚炎を起した作物の種類を虫種別lζ見Tこ
 
成績では，アメリカ鈎虫単独寄生者 63例中大根 25

例，読菜 23例，ナス 21例，キウリ 19例で多く，
 
以下カボチャ，ナス，ウリ，ニンジン他 11種類の

作物を含み，ヅピニ鈎虫単独寄生者 2例中大根，読
 
菜各 1例あわ両種混合寄生者 10例では，大根，

競菜各6例，以下ナス 2例，他7種の作物となって
 
L、?こ。
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